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一
　「
十
六
夜
の
文
」
に
つ
い
て

　

木
下
勝
俊
（
長
嘯
子
、
挙
白
、
天
哉
爺
／
一
五
六
九

－

一
六
四
九
。
以
下
で
は

長
嘯
子
に
統
一
す
る
）
は
豊
臣
秀
吉
（
一
五
三
七

－

一
五
九
八
）
の
正
室
北
政
所

（
一
六
二
四
没
）
の
兄
木
下
家
定
（
一
五
四
三

－

一
六
〇
八
）
の
長
男
で
、
豊
臣
の

姓
を
許
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
若
狭
小
浜
城
主
と
な
り
官
位
は
従
四
位
下
、
左
近
衛

権
少
将
。

　

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
東
軍
に
属
し
た
。
徳
川
家
康

（
一
五
四
三

－

一
六
一
六
）
か
ら
伏
見
城
留
守
居
を
命
じ
ら
れ
る
が
、
鳥
居
元
忠

（
一
五
三
九

－

一
六
〇
〇
）
に
退
去
を
迫
ら
れ
、
こ
の
事
が
原
因
で
改
易
と
な
る
。

そ
の
後
は
東
山
に
あ
る
北
政
所
の
住
居
で
あ
っ
た
高
台
寺
近
く
に
挙
白
堂
を
営
み
、

晩
年
は
大
原
野
に
て
隠
棲
し
、
茶
の
湯
や
和
歌
な
ど
を
し
て
過
ご
す
。小
堀
政
一（
遠

州
／
一
五
七
九

－

一
六
四
七
）
や
佐
川
田
昌
俊
（
喜
六
／
一
五
七
九

－

一
六
四
三
）

ら
と
茶
の
湯
や
和
歌
を
通
じ
て
親
し
く
交
流
し
た
。
ま
た
長
嘯
子
は
唐
物
文
琳
茶
入

銘
「
木
下
丸
壷
」（１
）や
唐
物
肩
衝
茶
入
銘
「
靭
肩
衝
」（２
）を
所
有
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

る
。
歌
道
は
細
川
藤
孝
（
幽
斎
／
一
五
三
四

－

一
六
一
〇
）
に
学
ん
だ
。
幽
斎
の
同

門
で
あ
っ
た
松
永
勝
熊
（
貞
徳
／
一
五
七
一

－

一
六
五
四
）
と
も
親
し
く
交
流
し
た
。

　

貞
徳
は
連
歌
師
里
村
紹
巴
（
一
五
二
五

－

一
六
〇
二
）
か
ら
連
歌
を
学
び
、
九
条

稙
通
（
一
五
〇
六

－

一
五
九
四
）
や
幽
斎
か
ら
和
歌
、
歌
学
を
学
ん
だ
。
の
ち
に
秀

吉
の
右
筆
と
な
り
、
長
嘯
子
を
友
と
し
た
。
慶
長
二
年
に
朝
廷
か
ら
花
咲
の
翁
の
称

を
与
え
ら
れ
、
俳
諧
宗
匠
の
免
許
を
許
さ
れ
る
。
貞
徳
の
歌
風
は
そ
の
後
、
松
尾
芭

蕉
（
一
六
四
四

－

一
六
九
四
）
の
俳
諧
に
影
響
を
与
え
た
点
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。

研
究
論
文

　
　
　
木
下
長
嘯
子
筆
「
十
六
夜
の
文
」
―
吉
村
観
阿
と
溝
口
翠
濤
の
関
係
に
注
目
し
て
―

宮
　
武
　
慶
　
之

　

豊
臣
秀
吉
の
正
室
北
政
所
の
甥
、
木
下
勝
俊
（
長
嘯
子
）
は
和
歌
を
細
川
幽
斎
に
学
び
、
同
じ
幽
斎
門
下
の
俳
諧
師
松
永
貞
徳
と
も
交
流
し
た
。
長
嘯
子
が
貞
徳
に

宛
て
た
消
息
を
、現
在
個
人
が
所
蔵
す
る
。
消
息
中
、十
六
夜
の
日
に
詠
じ
た
二
首
の
和
歌
が
あ
る
こ
と
か
ら
本
稿
で
は「
十
六
夜
の
文
」と
称
す
る
。
先
行
研
究
で「
十
六

夜
の
文
」
は
吉
田
幸
一
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
作
品
自
体
を
紹
介
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
江
戸
の
町
人
数
寄
者
吉
村
観
阿
に
よ

る
巻
止
お
よ
び
箱
墨
書
、
新
発
田
藩
主
溝
口
家
の
旧
蔵
品
を
示
す
蔵
印
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
同
家
の
記
録
に
よ
り
十
代
藩
主
溝
口
直
諒
（
翠
濤
）
の
茶
会
で
本
幅
を

拝
見
し
た
小
堀
正
優
（
宗
中
）
は
激
賞
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
改
め
て
「
十
六
夜
の
文
」
を
紹
介
し
、
墨
書
と
蔵
印
か
ら
観
阿
と
溝
口
家
の
関
係
を
論
じ
る
。



木
下
長
嘯
子
筆
「
十
六
夜
の
文
」
―
吉
村
観
阿
と
溝
口
翠
濤
の
関
係
に
注
目
し
て
―

二
（
71
）

　

長
嘯
子
が
貞
徳
に
送
っ
た
消
息
（
図
１
）
が
あ
る
。
本
稿
で
は
消
息
中
に
十
六
夜

の
夜
に
詠
ま
れ
た
二
首
の
歌
が
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
「
十
六
夜
の
文
」
と
称
す
る
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て「
十
六
夜
の
文
」は
吉
田
幸
一『
文
学
論
藻（
通
号
四
十
八
号
）』

（
一
九
七
三
年
）（３
）で
紹
介
さ
れ
た
。
同
書
で
吉
田
は
新
出
の
資
料
と
な
る
書
簡
八
通

す
な
わ
ち
貞
徳
宛
長
嘯
子
書
簡
三
件
、
駒
四
郎
左
衛
門
貞
清
宛
貞
徳
書
簡
三
件
、
長

嘯
子
宛
北
政
所
書
簡
一
件
、
高
台
寺
宛
長
嘯
子
書
簡
一
件
を
紹
介
し
て
い
る
。
貞
徳

宛
長
嘯
子
書
簡
三
件
の
う
ち
の
一
件
が
「
十
六
夜
の
文
」
で
あ
り
、
当
時
、
新
た
な

長
嘯
子
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
「
十
六
夜
の
文
」
は
吉
田
幸
一
に
よ

る
『
長
嘯
子
全
集
（
第
五
巻
）』（
一
九
七
五
年
）
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
（
４
）。

　
『
文
学
論
藻
』に
お
い
て
吉
田
は
、
文
中
の「
お
ち
ゃ
あ
」と「
お
つ
う
」に
つ
い
て
、

後
述
す
る
よ
う
に
「
お
ち
ゃ
あ
」
と
は
茶
（々
一
五
六
九

－
一
六
一
五
）、「
お
つ
う
」

と
は
侍
女
通
（
生
没
年
不
詳
）
と
し
て
い
る
。

　

吉
田
が
論
考
を
発
表
し
て
よ
り
以
後
、
個
人
が
所
蔵
し
た
た
め
最
近
ま
で
所
在
不

明
で
あ
っ
た
（
５
）。
筆
者
は
江
戸
時
代
後
期
に
江
戸
で
道
具
目
利
き
と
し
て
著
名
で
あ
っ

た
町
人
数
寄
者
吉
村
観
阿
（
白
醉
庵
／
一
七
六
五

－

一
八
四
八
）
の
研
究
を
行
な
っ

て
い
る
（
６
）。
観
阿
の
箱
墨
書
が
あ
る
作
品
調
査
の
過
程
で
、「
十
六
夜
の
文
」
は
現
在
、

個
人
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
「
十
六
夜
の
文
」
の
字
粒
は
大
き
く
、
伸
び
や
か
に
書
か
れ
て
い
る
。
本
紙
寸
法

は
縦
二
七
・
九
㌢
、
横
八
七
・
九
㌢
。
掛
幅
装
と
な
る
。

　

消
息
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

此
短
冊
者
此
者

　
　
　
　

返
可
給
候　

か
し
く

　
　

一
昨
日
御
ち
や
あ
御
つ
う

　
　

御
出
候
ま
〻
以
使
者
申
入
候

　
　

處
無
其
儀
候
即

　
　

吟
被
遊
候
短
冊
共

　
　

も
た
せ
て
ま
い
ら
せ
候
可
有

　
　

一
覧
候
将
亦
我
々
先
日

　
　

十
七
日
ま
て
彼
山
庄
に
て

　
　

い
さ
よ
い
の
月
た
〻
ひ
と
り

　
　

見
申
候
つ
る
物
さ
ひ
ひ
と
し
ほ

　
　

心
す
み
わ
た
り
候
つ
る
月
を

　
　

待
か
ね
候
て
霊
山
の
み
ね
を

　
　

こ
そ
や
ま
し
な
の
う
へ
ま
て

　
　

あ
か
り
候
へ
は
月
い
て
申
清
光
を

　
　

お
ひ
て
帰
宅
已
さ
る

　
　

お
り
し
も
古
今
序
に

　
　

月
を
お
も
ふ
と
て
し
る
へ
な
き

　
　

や
み
と
れ
る
と
い
へ
る
事
お
も
ひ

　
　

い
て
ら
れ
候
ま
〻

　
　
　

ま
こ
と
に
そ
闇
に
た
と
れ
る
出
ぬ
ま
は

　
　
　

月
ま
つ
や
ま
に
よ
ち
の
ほ
り
つ
〻

　
　
　

さ
ひ
し
さ
は
山
の
か
ひ
あ
る
す
み
か
に
て

　
　
　

心
ひ
と
つ
の
し
つ
か
な
る
哉　

人
々

　
　
　

被
帰
候
て
一
心
無
事
仙
郷
候

　
　

〆
勝
遊
老　
　
　
　

獨
咲

　

日
付
の
記
載
は
な
い
。
一
昨
日
「
お
ち
ゃ
あ
」、「
お
つ
う
」
の
来
駕
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
使
者
を
も
っ
て
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
来
駕
は
な
か
っ
た
。
な
お
吉
田
に
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よ
れ
ば
、
二
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
　

�
こ
の
書
状
の
「
お
ち
ゃ
あ
」
に
つ
い
て
は
、
刊
本
『
挙
白
集
』
巻
第
七
所
収
の

「
あ
る
を
う
な
に
つ
か
は
す
消
息
」
が
、
龍
大
本
『
長
嘯
家
集
』
に
は
「
お
ち
ゃ

あ
御
か
た
ま
い
る
」
と
、
お
ち
ゃ
あ
宛
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、「
お
つ
う
」
に

つ
い
て
は
、
同
上
所
収
の
「
あ
る
人
の
も
と
に
つ
か
は
す
消
息
」
が
、
彰
考
館

本
（
異
本
挙
白
集
）
で
は
、「
通
女
に
遣
し
け
る
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
二
人
は
、
身
分
の
あ
る
女
性
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
（
７
）。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、『
長
嘯
家
集
』（
龍
谷
大
学
蔵
）
に
あ
る
次
の
消
息
を
挙
げ
て

い
る
。

　
　

秋
立
け
る
日
、
荻
の
葉
の
た
よ
り
に
つ
け
て
、
ひ
そ
か
に
そ
よ
と
を
と
つ
れ
き

　
　

こ
え
ん
と
、
か
た
く
な
〻
る
う
た
三
つ
を
、
〻
く
り
た
て
ま
つ
り
て
、
か
の
い

　
　

み
し
き
こ
と
は
の
花
を
ま
ね
く
も
の
な
ら
し

　
　
　

秋
立
し
か
せ
の
つ
て
に
も
を
と
は
せ
す
荻
の
葉
よ
り
も
ひ
と
や
う
ら
み
ん

　
　
　

お
も
ひ
や
る
た
も
と
よ
い
か
に
秋
た
て
は
さ
ら
ぬ
く
さ
は
も
つ
ゆ
け
き
も
の
を

　
　
　

も
ろ
と
も
に
く
ま
な
き
空
の
月
を
み
ん
こ
〻
ろ
の
や
み
は
ほ
と
な
か
る
へ
き

　
　

御
ち
や
あ
御
か
た　

ま
い
る
（
８
）

　

秋
の
日
、
歌
三
首
を
届
け
て
き
た
点
に
つ
い
て
、
吉
田
は
「
十
六
夜
の
文
」
中
の

「
一
昨
日
、
お
ち
ゃ
あ
、
お
つ
う
御
出
候
ま
〻
、
使
者
を
以
て
申
入
候
処
」
と
符
合

す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
者
を
茶
々
、
通
と
し
て
い
る
。

　

後
日
、「
吟
遊
遊
ば
さ
れ
た
」
際
の
短
冊
を
遣
わ
し
て
き
た
。
文
面
か
ら
こ
の
書

状
と
一
緒
に
短
冊
も
貞
徳
の
も
と
に
届
け
ら
れ
、
追
而
書
か
ら
一
覧
す
る
よ
う
に
と

記
さ
れ
る
。

　

消
息
に
よ
れ
ば
十
七
日
ま
で
山
荘
に
い
た
と
い
う
。
こ
の
山
荘
と
は
高
台
院
近
く

に
長
嘯
子
が
営
ん
だ
挙
白
堂
を
さ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
旧
暦
八
月
十
六
日
の

十
六
夜
の
月
を
た
だ
一
人
で
み
て
い
る
と
物
寂
し
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
が
、
一
入
、

心
が
澄
み
渡
っ
た
気
持
ち
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
霊
山
、
す
な
わ
ち
霊

鷲
山
正
法
寺
（
国
阿
山
）
あ
た
り
の
山
を
越
え
山
科
ま
で
足
を
運
び
、
月
の
清
き
光

を
求
め
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
月
を
求
め
る
自
身
の
姿
を
、
古
今
和
歌
集
仮
名
序

で
述
べ
ら
れ
る
一
節（９
）に
重
ね
て
お
り
、
た
だ
月
を
求
め
て
さ
迷
い
歩
い
た
姿
と
重
ね

た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
（（
（

。
そ
し
て
二
首
を
詠
じ
た
。
そ
の
二
首
と
は
「
ま
こ
と

に
そ
闇
に
た
と
れ
る
出
ぬ
ま
ハ
月
ま
つ
や
ま
に
よ
ち
の
ほ
り
つ
つ
」
と
「
さ
ひ
し
さ

ハ
山
の
か
ひ
あ
る
す
ミ
か
に
て
心
ひ
と
つ
の
し
つ
か
な
る
哉
」
で
あ
る
（
（（
（

。

　

署
名
は
長
嘯
子
の
号
の
ひ
と
つ
独
笑
で
あ
る
。
な
お
『
長
嘯
子
全
集
（
巻
五
）』

で
は
長
嘯
子
消
息
が
八
十
九
件
所
収
さ
れ
る
も
、
署
名
に
「
独
笑
」
と
あ
る
の
は

「
十
六
夜
の
文
」
の
み
で
あ
る
（
（（
（

。　

二
　
付
属
品
に
み
る
観
阿
と
翠
濤
の
関
係

　
「
十
六
夜
の
文
」
の
巻
止
に
は

　
　

天
哉
翁
文　

貞
徳
宛　

白
醉
庵
（
花
押
）

の
墨
書
が
あ
る
。

　

白
醉
庵
と
は
吉
村
観
阿
の
号
で
あ
る
。
観
阿
は
江
戸
後
期
に
江
戸
で
活
躍
し
た
町

人
数
寄
者
で
、
名
は
明
昭
、
号
は
物
外
、
聴
笙
、
指
月
斎
、
苦
楽
と
い
う
。
生
家
の
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四
（
69
）

事
情
に
よ
っ
て
三
十
四
歳
で
出
家
す
る
が
、
こ
の
と
き
俊
乗
房
重
源
（
一
一
二
一

－

一
二
〇
六
）
に
よ
る
「
法
華
勧
進
状
」（
東
大
寺
蔵
）
は
手
放
さ
ず
に
い
た
。
そ
の

後
、
公
般
上
人
の
求
め
も
あ
っ
て
東
大
寺
に
寄
進
し
、
寿
蔵
（
生
前
墓
）
を
勧
学
院

内
に
建
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。観
阿
は
江
戸
に
お
い
て
目
利
き
と
し
て
も
著
名
で
、

四
十
代
に
は
松
江
藩
七
代
藩
主
松
平
治
郷
（
不
昧
／
一
七
五
一

－

一
八
一
八
）
と
交

流
し
、
不
昧
没
後
は
溝
口
翠
濤
新
発
田
藩
十
代
藩
主
溝
口
直
諒
（
翠
濤
、
退
翁
、
景

山
／
一
七
九
九

－

一
八
五
九
。
以
下
で
は
翠
濤
と
統
一
す
る
）
と
親
し
く
交
流
し
て

い
た
人
物
で
あ
る
（
（（
（

。

　

収
納
す
る
箱
甲
（
図
２
）
に
は

　
　

東
山
長
嘯
公
消
息　

貞
徳
宛

と
あ
り
、
裏
（
図
３
）
に
は

　
　

白
醉
庵

　
　
　
　

観
阿
（
花
押
）

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
も
観
阿
に
よ
る
筆
と
わ
か
る
。

　

箱
墨
書
の
「
観
阿
」
と
自
署
し
て
い
る
筆
跡
は
謹
直
に
書
か
れ
て
い
た
。
花
押
は

筆
に
勢
い
が
あ
り
、「
一
」
の
線
が
謹
直
で
あ
る
。
そ
こ
で
観
阿
の
花
押
の
書
か
れ

た
年
代
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

観
阿
は
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）、
五
十
三
歳
の
と
き
東
大
寺
に
重
源
に
よ
る

「
法
華
勧
進
状
」
を
寄
進
し
た
。
東
大
寺
が
平
安
時
代
末
期
に
平
重
衡
（
一
一
五
七

－

一
一
八
五
）
に
よ
る
南
都
焼
き
討
ち
に
よ
り
罹
災
し
た
た
め
、
重
源
は
東
大
寺
の

大
勧
進
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
重
源
の
筆
に
よ
り
勧
進
状
が
書
か
れ
た
。「
法

華
勧
進
状
」
と
は
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
十
二
月
、
東
大
寺
東
塔
の
完
成
後
は

十
報
に
童
を
配
し
て
法
華
経
を
千
部
、
転
読
さ
せ
た
い
旨
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

奥
書
に
は
自
署
と
花
押
（
図
４
）
が
書
か
れ
、
観
阿
五
十
三
歳
時
点
の
も
の
で
あ
る
。

　

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）、
古
稀
（
七
十
歳
）
を
記
念
し
て
瓢
茶
器
が
百
二
十
五

個
造
ら
れ
た
。
茶
器
を
収
納
す
る
箱
墨
書
に
は
観
阿
の
花
押
（
図
５
）
が
あ
る
。
茶

器
の
現
存
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、『
知
音
（
五
十
号
）』（
一
九
五
四
年
）
（
（（
（

に
所
載

さ
れ
る
図
版
か
ら
花
押
の
所
見
を
述
べ
る
と
、「
一
」
の
部
分
が
や
や
右
上
が
り
に

書
か
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
下
部
分
も
五
十
代
に
は
△
に
近
い
形
態
で
あ
っ
た
が
、
や

や
膨
ら
み
を
持
た
せ
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

天
保
十
五
年
、
傘
寿
（
八
十
歳
）
を
記
念
し
て
原
羊
遊
斎
（
一
七
六
九

－

一
八
四
五
）
に
依
頼
し
て
「
一
閑
桃
之
絵
細
棗
」（
個
人
蔵
）
を
百
二
十
五
個
造
り
、

知
友
に
配
っ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
細
棗
は
同
年
に
複
数
回
開
催
さ
れ
た
茶
会
の
記

念
品
と
し
て
配
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
（
（（
（

。

　

一
閑
張
り
の
手
法
で
造
ら
れ
た
細
棗
の
甲
部
に
は
朱
金
で
桃
の
蒔
絵
が
施
さ
れ

る
。
桃
の
図
柄
に
注
目
す
る
と
半
分
は
朱
、
半
分
は
金
で
あ
る
。
葉
は
三
枚
、
茎
は

一
本
、
花
は
一
輪
蒔
絵
さ
れ
る
。
葉
の
三
枚
は
青
漆
で
、
葉
脈
が
金
蒔
絵
さ
れ
る
。

茎
の
一
本
は
金
蒔
絵
で
、
荒
め
の
砂
子
が
撒
か
れ
て
い
る
。
花
の
一
輪
は
銀
蒔
絵
さ

れ
る
。
細
棗
を
収
納
す
る
箱
墨
書
に
は
観
阿
の
花
押
（
図
６
）
が
あ
る
。
こ
の
花
押

は
七
十
歳
の
時
の
花
押
と
変
化
は
な
い
も
の
の
、「
一
」
の
部
分
の
中
央
あ
た
り
が

や
や
細
い
線
で
書
か
れ
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、「
十
六
夜
の
文
」
を
収
納
す
る
箱
墨
書
の
花
押
は
五
十
代
後
半

か
ら
遅
く
と
も
六
十
歳
後
半
ま
で
と
判
断
さ
れ
、
す
な
わ
ち
文
政
元
年（
一
八
一
八
）

の
五
十
四
歳
以
降
、
天
保
五
年
の
七
十
歳
ま
で
の
間
の
筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
「
十
六
夜
の
文
」
を
収
納
す
る
箱
側
面
を
み
る
と
部
分
的
に
剥
落
し
た
蔵
印

が
貼
ら
れ
て
お
り
、「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
と
判
読
で
き
る
（
図
７
）。
こ
の
蔵
印
は
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新
発
田
藩
主
溝
口
家
の
旧
蔵
品
の
箱
も
し
く
は
覆
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
蔵
印
で
あ
る
（
（（
（

。

そ
こ
で
溝
口
家
の
所
蔵
し
た
掛
物
の
所
蔵
品
リ
ス
ト
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』（
新
発
田

市
立
歴
史
図
書
館
蔵
）
を
み
て
み
る
と
「
秋
之
部
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

一　

十
六
夜
之
文　

長
嘯
子
消
息
貞
徳
宛
（
（（
（

　

本
品
は
溝
口
家
伝
来
品
で
あ
り
、
個
人
蔵
品
と
同
定
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
観
阿
と
親
し
く
交
流
し
た
溝
口
家
当
主
で
は
翠
濤
が
い
る
。
翠
濤
は
新

発
田
藩
茶
道
阿
部
休
巴
（
一
七
八
五

－

一
八
五
三
）
に
石
州
流
の
茶
を
学
び
、
自
ら

石
州
怡
渓
派
を
名
乗
っ
た
茶
人
大
名
で
あ
っ
た
。
新
発
田
藩
の
中
屋
敷
は
江
戸
木
挽

町
に
あ
り
、
別
に
幽
清
館
と
い
う
。こ
こ
に
は
茶
室
等
が
点
在
し
、
翠
濤
は
隠
居
後
、

茶
の
湯
を
嗜
み
過
ご
し
た
。
幽
清
館
で
の
雑
記
が
『
幽
清
館
雑
記
』（
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
蔵
）で
あ
る
（
（（
（

。
こ
の
雑
記
は
雑
記
十
二
巻（
た
だ
し
第
九
巻
は
欠
）と
『
千

貫
樹
記
』、『
小
浦
浪
記
』
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
の
筆
跡
を
み
る
と
翠
濤
自
身
の
筆
記

ま
た
は
近
習
の
家
臣
に
よ
る
筆
録
で
あ
る
。
観
阿
に
関
し
、
同
書
を
み
る
と
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

文
政
三
庚
辰
年
よ
り
道
具
を
屋
敷
へ
出
し
同
四
年
辛
巳
年
よ
り
屋
敷
へ
出
入
と

　
　

な
る
（
巻
十
二
）

　

観
阿
と
翠
濤
と
の
交
渉
が
始
ま
っ
た
の
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
こ
ろ
で
、

そ
の
接
点
は
、
観
阿
が
溝
口
家
の
道
具
を
鑑
定
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
た
め
翌
年

の
文
政
四
年
よ
り
溝
口
家
へ
の
出
入
り
を
許
さ
れ
る
。

　

観
阿
と
翠
濤
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
取
次
ぎ
に
よ
る
道
具
の
売
却
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
た
観
阿
の
取
次
ぎ
に
よ
り
翠
濤
が
入

手
し
た
道
具
は
大
燈
国
師
墨
蹟
「
日
山
之
賦
」（
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
蔵
）
（
（（
（

、

小
堀
遠
州
所
持
「
三
不
点
茶
箱
」、
石
清
水
八
幡
宮
伝
来
額
「
聻
」
が
あ
っ
た
（
（（
（

。

　
「
十
六
夜
の
文
」
に
は
観
阿
の
箱
墨
書
と
溝
口
家
の
蔵
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

幅
も
観
阿
の
取
次
ぎ
に
よ
り
翠
濤
に
売
却
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
そ
の
後
は
溝
口
家

に
伝
来
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
阿
に
よ
り
取
り
次
が
れ
た
作
品
で
は
北
宋
時
代
の
画
家
趙
昌
の
筆

に
よ
る
と
さ
れ
る
釈
迦
如
来
像
、
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
狩
野
派
の
画
家
狩
野

探
幽
（
一
六
〇
二

－

一
六
七
四
）
に
よ
る
江
月
宗
玩
像
、
同
筆
佐
久
間
将
監
像
の
三

幅
（
図
８
）
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
幅
に
つ
い
て
門
脇
む
つ
み
氏
が
『
東

都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
』
と
『
堺
市
宅
醸
春
軒
所
蔵
品
入
札
（
第
二
回
）』
に
所
載
さ

れ
る
と
報
告
し
て
い
る
。ま
た
江
月
に
よ
る
自
像
の
賛
文
は
寛
文
十
一
年
に
書
か
れ
、

将
監
像
の
賛
文
は
『
東
都
茶
会
記
（
第
一
輯
）』
に
所
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
て
い
る
（
（（
（

。

　

そ
こ
で
各
目
録
の
表
記
を
み
る
と
三
幅
を
収
納
す
る
箱
に
は
江
月
に
よ
る
自
刻
の

箱
、
外
箱
に
は
白
酔
庵
の
書
付
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
る
（
（（
（

。
こ
の
三
幅
は
寸
松
庵
に
伝

来
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
い
つ
の
時
代
に
か
流
出
し
た
。

　

先
出
の
『
御
掛
物
帳
』
の
「
雑
之
部
」
を
み
る
と

　　
　
　
　
　
　

左
江
月
探
幽
筆

　
　

一　

三
幅
對
中
釋
迦
趙
昌
ニ
申
傳

　
　
　
　
　
　

右
佐
久
間
探
幽
筆

と
所
載
さ
れ
、
目
録
所
載
品
と
同
定
さ
れ
る
。
外
箱
に
は
観
阿
の
書
付
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
や
は
り
同
人
の
取
次
に
よ
り
溝
口
家
が
所
蔵
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
な

お
、
こ
の
三
幅
対
は
『
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
』
に
所
載
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
寸
松



木
下
長
嘯
子
筆
「
十
六
夜
の
文
」
―
吉
村
観
阿
と
溝
口
翠
濤
の
関
係
に
注
目
し
て
―

六

庵
す
な
わ
ち
高
橋
箒
庵
（
義
雄
／
一
八
六
一

－

一
九
三
七
）
が
所
蔵
し
た
。
箒
庵
は

明
治
三
十
五
年
頃
に
溝
口
家
と
の
直
接
取
引
に
よ
り
六
十
点
余
り
の
道
具
を
購
入
し

て
い
た
。
筆
者
は
『
人
文
（
十
三
号
）』
で
、
箒
庵
が
入
手
し
た
作
品
を
売
立
目
録

か
ら
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
三
幅
対
も
直
接
取
引
に
よ
り
箒
庵
が
入
手
し
た
作
品

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
（（
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
観
阿
の
取
次
ぎ
に
よ
り
「
十
六
夜
の
文
」
や
趙
昌
筆
釈
迦
如
来

像
、
狩
野
探
幽
筆
江
月
宗
玩
像
、
同
筆
佐
久
間
将
監
像
の
三
幅
も
翠
濤
が
入
手
し
、

同
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
観
阿
が
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
　
弘
化
三
年
八
月
の
茶
会

　

先
述
の
『
幽
清
館
雑
記
』
に
よ
れ
ば
弘
化
三
年
八
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
翠
濤

の
茶
会
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

一
十
六
日
は
急
に
思
付
吟
賞
亭
に
て
茶
事

　
　

催
し
初
座
に
は
十
六
夜
の
文
長
嘯
子
筆

　
　

松
永
貞
徳
宛
を
か
く
る

　
　

一
昨
日
ハ
ち
や
あ
〻
つ
り

　
　
　

此
短
冊
此
者　
　
　

以
使
者
申
入
候
處
無
其

　
　
　

返
可
給
候
か
し
く　

　
　
　

即
各
候
遊
候
短
冊
共
も
た
せ
て
ま
い
ら

　
　
　

せ
て
候
可
有
一
覧
候
将
亦
我
々
先
日
十
七
日

　
　
　

ま
て
彼
山
庄
候
て
い
さ
よ
い
の
月
た
た
ひ

　
　
　

よ
り
見
申
候
つ
る
物
さ
ひ
ひ
と
し
ほ
必
す
ミ

　
　
　

わ
た
り
候
つ
る
月
を
待
ち
か
ね
て
霊
山
の

　
　
　

み
ね
を
こ
へ
や
ま
し
な
の
う
へ
ま
て
あ
か
り

　
　
　

候
へ
ハ
月
い
て
申
清
光
を
お
ひ
て
帰
宅

　
　
　

し
さ
る
お
り
し
も
古
今
序
に
月
を

　
　
　

お
も
ふ
と
て
し
る
へ
な
き
や
ミ
と
れ
る
と

　
　
　

い
へ
る
事
お
も
ひ
い
て
ら
れ
候
ま
ま

　
　
　

ま
こ
と
に
そ
闇
に
た
と
れ
る
出
ぬ
ま
ハ

　
　
　

月
ま
つ
や
ま
に
よ
ち
の
ほ
り
つ
つ

　
　
　

さ
ひ
し
さ
ハ
山
の
か
ひ
あ
る
す
ミ
か
に
て

　
　
　

心
ひ
と
つ
の
し
つ
か
な
る
哉　

人
々

　
　
　

被
帰
候
て
一
心
無
事
仙
郷

　
　
　

〆　

勝
遊
老　
　
　
　

郷
候　

　

一
露
瓢
堂
床
十
六
日
ハ
玉
舟
一
行
双
幅
を
か

　
　

く
る
（
巻
十
二
）

　

十
六
日
、
翠
濤
は
急
遽
、
幽
清
館
内
の
九
畳
の
広
間
で
一
間
の
床
の
間
が
あ
る
吟

賞
亭
に
て
正
午
茶
事
を
開
催
し
た
。
吟
賞
亭
の
床
の
間
に
は
長
嘯
子
筆
貞
徳
宛
の

「
十
六
夜
の
文
」
を
掛
け
、
八
畳
の
広
間
で
一
間
床
が
あ
る
露
瓢
堂
で
は
玉
舟
宗
璠

（
大
徳
寺
一
八
五
世
／
一
六
〇
〇

－

一
六
六
八
）
の
一
行
双
幅
を
掛
け
た
。

　
『
幽
清
館
雑
記
』
に
書
か
れ
る
長
嘯
子
の
消
息
の
内
容
か
ら
、
個
人
蔵
本
と
判
断

さ
れ
る
。
こ
の
茶
会
は
八
月
十
六
日
が
十
六
夜
で
あ
る
事
に
因
ん
だ
た
め
急
遽
、
開

催
さ
れ
た
。
初
座
で
「
十
六
夜
の
文
」
が
掛
け
ら
れ
た
点
か
ら
濃
茶
席
が
吟
賞
亭
で

あ
り
、
茶
会
で
使
用
さ
れ
る
道
具
中
、
中
心
と
な
る
作
品
と
し
て
本
幅
が
使
用
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

露
瓢
堂
で
も
掛
物
が
掛
け
ら
れ
た
が
、
こ
こ
は
掛
物
の
み
を
展
観
す
る
場
所
、
も

し
く
は
薄
茶
席
か
披
の
間
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
67
）
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こ
の
茶
会
に
つ
い
て
『
幽
清
館
雑
記
』
を
み
る
と
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

同

（
弘
化
三
年
）

　

年
同（八
月
）月十
六
日
正
午
時
の
御
茶
会
あ
り
御
客

　
　

ハ
竹
腰
正
富
君
小
堀
宗
中
子
道
樹
宗
休
な
り

　
　

床
の
御
掛
物
は
木
下
長
嘯
子
十
六
夜
の
歌
入

　
　

文
を
か
け
さ
せ
ら
る
宛
名
は
松
永
貞
徳
也

　
　

ま
こ
と
に
そ
闇
に
た
と
れ
る
出
ぬ
ま
ハ
月
ま
つ
や
ま
に

　
　

よ
ち
の
ほ
り
つ
つ

　
　

さ
ひ
し
さ
ハ
山
の
か
ひ
あ
る
す
ミ
か
に
て
心
ひ
と
つ
の

　
　

し
つ
か
な
る
哉

　
　

今
日
の
御
掛
物
時
に
当
り
て
殊
更
め
つ
ら
し
き

　
　

御
真
筆
御
う
た
か
ら
も
面
白
侍
る
と
宗
中

　
　

子
の
御
賞
詞
あ
り
き
（
巻
五
）

　
　

　

こ
の
茶
会
に
参
会
し
た
客
は
竹
腰
正
富
（
篷
月
／
一
八
一
八

－

一
八
八
四
）、
小

堀
正
優
（
宗
中
／
一
七
八
六

－
一
八
六
七
。
以
下
で
は
宗
中
と
統
一
す
る
）、
鳥
羽

屋
道
樹
、
鈴
木
宗
休
で
あ
る
。正
富
は
尾
張
藩
附
家
老
で
茶
の
湯
を
宗
中
に
学
ん
だ
。

宗
中
と
は
『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
「
天
明
六
年

－

慶
応
三
年
（
一
七
八
六

－

一
八
六
七
）
幕
臣
、
遠
州
茶
道
宗
家
八
世
。
六
世
政
寿
の
男
。
大
膳
を
称
し
、

宗
中
・
和
翁
と
号
し
た
。
分
家
小
堀
政
純
ら
の
嘆
願
が
容
れ
ら
れ
て
文
政
十
一
年

（
一
八
二
八
）
召
出
さ
れ
、
切
米
三
百
俵
を
給
わ
り
、
本
家
小
堀
氏
の
名
跡
を
復
興

し
た
。
そ
の
長
子
の
宗
本
（
正
和
）、
次
子
政
安
（
後
の
権
十
郎
）
を
薫
陶
し
、
茶

家
小
堀
家
を
中
興
し
た
業
績
が
大
き
い
」（（（
（

人
物
で
あ
る
。
道
樹
は
江
戸
十
人
衆
の

一
人
で
あ
る
。
姓
は
三
村
氏
で
、
不
昧
に
茶
の
湯
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
（
（（
（

。
宗
休
は
柳

営
数
寄
屋
頭
格
で
あ
る
。

　

茶
会
に
招
か
れ
た
宗
中
は
、「
十
六
夜
の
文
」
に
書
か
れ
る
十
六
日
と
同
じ
日
に

こ
の
掛
物
を
用
い
た
点
や
筆
跡
と
歌
も
出
来
が
良
い
こ
と
か
ら
、
本
幅
を
激
賞
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

十
六
日
の
茶
会
は
急
遽
開
催
さ
れ
た
が
、
十
四
夜
で
あ
る
二
日
前
に
は
茶
会
、

十
五
夜
で
あ
る
前
日
に
は
月
見
の
宴
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

　

先
ず
十
四
日
の
茶
会
に
つ
い
て
『
幽
清
館
雑
記
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

同
年
八
月
十
四
日
茶
の
会
あ
り
醒
雲
亭
に

　
　
　
　
　

て
御
初
座
床
御
掛
物
深
草
元
政
上
人
の
御
歌
也

　
　

磨
礪
一
鏡
浮
萬
影
更
絶
妙
智
亡
妙
境
魔
界
佛

　
　

界
同
一
如
白
雲
深
処
明
月
静

　
　

一
む
ら
の
雲
さ
へ
秋
の
ひ
か
り
に
て
く
ま
な
き
そ
ら
に

　
　

す
め
る
月
影　

　
　
　
　
　

夫
よ
り
開
の
御
間
吟
賞
亭
ハ
床
の
御
か
け
も
の

　
　
　
　
　

絹
地
竪
物
月
の
絵
探
幽
筆
な
り
同
所
つ

　
　
　
　
　

き
春
夢
亭
に
て
床
御
掛
物
山
崎
宗
鑑
書

　
　
　
　
　

双
幅
を
掛
け
さ
せ
ら
る

　
　

三
五
夜
中
新
月
色
二
千
里
外
故
人
心

　
　
　
　
　

御
客
ハ
小
堀
宗
本
子
谷
村
可
順
山
勢
検
校

　
　
　
　
　

御
詰
ハ
河
上
宗
寿
な
り
（
巻
五
）

　

十
四
日
の
茶
会
で
は
醒
雲
亭
が
初
座
と
あ
り
、
本
席
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

掛
物
は
日
政
（
元
政
上
人
／
一
六
二
三

－

一
六
六
八
）
に
よ
る
歌
で
「
一
む
ら
の
雲

さ
へ
秋
の
ひ
か
り
に
て
く
ま
な
き
そ
ら
に
す
め
る
月
影
」
と
あ
る
。
こ
の
歌
は
寛
文

十
二
年
（
一
六
七
二
）
発
刊
の
『
草
山
和
歌
集
』
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
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文
に
は

　
　

無
有
魔
事
雖
有
魔
及
魔
民
皆
護
佛
法

　
　
（
魔
有
る
こ
と
無
し
。
有
り
と
雖
も
魔
及
魔
民
皆
佛
法
を
護
る
（
（（
（

。）

と
あ
り
、「
一
む
ら
の
雲
さ
へ
あ
き
の
光
に
て
隈
な
き
空
に
す
め
る
つ
き
影
」
の
記

載
が
あ
る
。
前
文
の
漢
詩
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
歌
が
同
一
で
あ
り
著
名
で
あ
っ
た

た
め
、
本
席
の
掛
物
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
日
は
披
の
間
と
し
て
吟
賞
亭
が
使
用
さ
れ
、
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二

－

一
六
七
四
）
の
絹
本
に
よ
る
月
の
絵
が
掛
け
ら
れ
た
。

　

春
夢
亭
で
は
連
歌
師
の
山
崎
宗
鑑（
一
四
六
五

－

一
五
五
三
）に
よ
る
双
幅
「
三
五

夜
中
新
月
色
」
と
「
二
千
里
外
故
人
心
」
が
掛
け
ら
れ
た
。
こ
の
漢
詩
は
中
唐
の
詩

人
白
居
易
（
七
七
二

－

八
四
六
）
に
よ
る
「
八
月
十
五
日
夜
禁
中
獨
直
對
月
憶
元
九
」

（
八
月
十
五
日
の
夜
、
禁
中
に
独
り
直
し
、
月
に
対
し
て
元
九
を
憶
う
）
の
一
節
で

あ
る
。

　

詩
の
全
文
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　

銀
臺
金
闕
夕
沈
沈

　
　

獨
宿
相
思
在
翰
林

　
　

三
五
夜
中
新
月
色

　
　

二
千
里
外
故
人
心

　
　

渚
宮
東
面
煙
波
冷

　
　

浴
殿
西
頭
鍾
漏
深

　
　

猶
恐
淸
光
不
同
見

　
　

江
陵
卑
湿
足
秋
陰

　
　

�（
銀
臺
、
金
闕
、
夕
べ
に
沈
沈
た
り
、
独
り
宿
し
て
相
い
思
い
て
翰
林
に
在
り
、

三
五
夜
中
、
新
月
の
色
、
二
千
里
外
、
故
人
の
心
、
渚
宮
の
東
面
、
煙
波
冷
や

や
か
に
、
浴
殿
の
西
頭
、
鍾
漏
深
し
、
猶
だ
恐
る
、
淸
光
の
同
に
見
ざ
る
を
、

江
陵
は
卑
湿
に
し
て
秋
陰
足
ら
ん
（
（（
（

）

　

こ
の
詩
は
中
国
の
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
の
作
で
あ
る
。
宮
中
に
宿
直
し
た
白
居

易
が
、
親
友
で
、
当
時
左
遷
さ
れ
て
湖
北
の
江
陵
に
あ
っ
た
元
九
（
元
稹
／
七
七
九

－

八
三
一
）
を
想
い
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
（
（（
（

。
十
五
夜
に
因
み
掛
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

客
は
小
堀
宗
本
、
谷
村
可
順
、
山
勢
検
校
、
詰
（
末
客
）
が
川
上
宗
寿
で
あ
っ
た
。

　

宗
本
（
正
政
／
一
八
一
三

－

一
八
六
四
）
と
は
宗
中
の
長
男
で
こ
の
当
時
、

三
十
四
歳
で
あ
っ
た
（
（（
（

。
ほ
か
の
客
は
御
数
寄
屋
頭
格
で
あ
る
可
順
、
越
後
出
身
の
箏

曲
家
で
あ
る
山
勢
検
校
、
不
白
流
宗
匠
宗
寿
で
あ
っ
た
。

　

次
に
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
月
見
の
宴
で
使
用
さ
れ
た
掛
物
に
つ
い
て
『
幽
清
館

雑
記
』
に
よ
り
各
居
室
に
用
い
ら
れ
た
掛
物
が
わ
か
る
。

　
　
　

醒
雲
亭

　
　
　

南
囲　
　
　
　
　
　
　
　

深
草
元
政
上
人　

詩
歌
自
筆　

横
物
一
幅

　
　
　

吟
賞
亭
（
開
之
写
）　　

  

絹
竪
物
一
幅　

月
の
絵　

探
幽
画

　
　
　

春
夢
亭
（
同
所
六
畳
）　  

山
崎
宗
鑑
書　

竪
物　

二
幅
一
対

　
　
　

客
坐
敷
清
韻
堂

　
　
　

東
囲
静
雲
亭　
　
　
　
　

佐
川
田
喜
六　

自
詠
短
冊　

月
見　

　
　
　

表
居
間
格
斎　
　
　
　
　
（
左
）
中
院
通
躬
、（
右
）
久
世
通
夏　

懐
紙
二
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
十
五
日
夜
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

休
息
寝
所
露
瓢
堂　
　
　

竪
物
月
画
賛
一
幅
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狩
野
晴
川
院
筆　

月
に
霞
の
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
綱
宗
彦
賛

　
　
　

西
書
斎　
　
　
　
　
　
　

烏
丸
光
廣　

自
詠
和
歌
懐
紙　

江
月
（
巻
十
二
）

　

ま
た
同
書
に
は

　
　

右
の
う
ち
茶
客
の
人
見
る
所
ハ
南
囲
と
開
と
の
二
ヶ
所
也
（
巻
十
二
）

と
あ
る
。

　

前
日
の
十
四
日
の
茶
会
で
、
本
席
と
な
る
醒
雲
亭
（
南
囲
）
に
は
日
政
に
よ
る
歌
、

吟
賞
亭
（
披
の
間
）
に
は
探
幽
の
月
、
春
夢
亭
に
は
山
崎
宗
鑑
に
よ
る
双
幅
が
掛
け

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
茶
客
と
は
十
四
日
の
茶
会
の
客
と
し
て
招
か
れ
た
宗

本
、
可
順
、
山
勢
、
宗
寿
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
他
の
居
室
の
掛
物
は
拝
見
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

同
書
で
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

圓
斎
床
か
け
替
ニ
し
て
桜
井
基
佐
殿
句
入
文
を
か
く
る
（
巻
十
二
）

　

十
五
日
に
は
居
室
の
一
つ
で
あ
る
圓
斎
で
、
別
の
掛
物
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
が
、
茶
会
か
宴
の
後
、
室
町
時
代
後
期
の
連
歌
師
、
桜
井
基
佐
の
句
入
消
息

に
掛
け
替
え
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
現
在
、
個
人
が
所
蔵
す
る
宗
中
筆
三
幅
対
「
溝
口
翠
濤
追
憶
和
歌
三
首

雪
月
花
」
が
あ
る
。
表
具
は
一
文
字
が
丸
龍
紋
金
襴
（
（（
（

、
中
廻
が
雲
緞
子
（
唐
物
緞
子

か
）、
上
下
が
北
絹
で
あ
る
。

　

三
幅
対
を
収
納
す
る
箱
に
は
蔵
印
や
墨
書
に
よ
る
書
付
等
は
み
ら
れ
な
い
。
筆
跡

に
注
目
す
る
と
、
中
幅
の
文
字
は
宗
中
が
極
状
な
ど
に
書
く
場
合
に
み
ら
れ
る
謹
直

な
筆
跡
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
左
右
は
や
や
穏
や
か
な
印
象
を
受
け
る
。
行
頭
の
書

き
出
し
を
み
て
み
る
と
花
、
月
、
雪
の
順
に
行
頭
が
下
が
り
再
び
上
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
順
序
で
書
か
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
三
幅
対
は

溝
口
家
の
掛
物
蔵
帳
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』
に

　
　

一　

三
幅
對
（
マ
マ
）雪
月
花
之
哥　

宗
中
筆

と
し
て
所
載
さ
れ
お
り
、
溝
口
家
の
旧
蔵
品
で
あ
る
（
（（
（

。
ま
た
三
幅
対
が
直
溥
に
贈

ら
れ
た
の
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
以
降
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
の
二
幅

も
同
様
の
書
式
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
翠
濤
が
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

行
年
六
十
歳
で
没
し
た
の
ち
、
宗
中
が
次
代
の
当
主
で
あ
る
十
一
代
藩
主
直
溥

（
一
八
一
九

－

一
八
七
四
）
に
贈
っ
た
和
歌
三
首
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
「
花
」
幅
（
（（
（

お
よ
び
「
雪
」
幅
（
（（
（

を
紹
介
し
た
。
そ
こ
で
「
月
」
幅

（
図
９
）
に
注
目
す
る
と
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。　

　

 

　
　

秋
の
日
月
の
御
会
と
て
め
さ
れ
し
に

　
　

御
床
の
う
ち
ハ
さ
ら
な
り
萬
の
う
つ
は

　
　

も
の
は
し
〳
〵
の
も
ろ
〳
〵
に
い
た
る
ま
て

　
　

一
に
月
に
あ
ら
さ
る
ハ
な
か
れ
し
に

　
　

心
な
き
身
に
も
秋
を
し
る
に
明
也

　
　

け
れ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
中

　
　

お
ふ
か
た
に
月
も
な
か
め
て
過
ぬ
へ
し

　
　

か
〻
る
め
く
み
の
事
な
か
れ
せ
は
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秋
の
日
、
月
の
御
会
が
溝
口
家
で
催
さ
れ
、
宗
中
も
召
さ
れ
た
。
床
の
間
の
掛
物

は
い
う
に
及
ば
ず
、
多
数
の
道
具
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
と
記
さ
れ
る
。
一
番
の
主
題

が
月
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
俗
世
間
を
捨
て
き
っ
た
自
身
も
秋
を
感
ぜ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
一
首
「
お
ふ
か
た
に
月
も
な
か
め
て
過
ぬ
へ
し
か
〻
る

め
く
み
の
事
な
か
れ
せ
は
」
を
詠
じ
た
。
歌
意
は
月
を
眺
め
て
も
た
だ
気
持
ち
が
過

ぎ
ゆ
く
ば
か
り
だ
が
、
翠
濤
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
自
分
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

宗
中
は
十
四
日
の
茶
会
に
参
会
せ
ず
、
息
子
の
宗
本
が
参
会
し
て
い
た
。
こ
こ
で

述
べ
ら
れ
る
月
の
御
会
と
は
文
中
、「
秋
の
日
月
の
御
会
と
て
め
さ
れ
し
に
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
弘
化
三
年
八
月
十
六
日
に
急
遽
開
催
さ
れ
た
茶
会
に
招
か
れ
た
こ
と

が
判
断
さ
れ
る
（
（（
（

。
こ
の
と
き
宗
中
は
六
十
一
歳
で
あ
る
。

　
「
月
」
幅
が
書
か
れ
た
の
は
文
久
二
年
以
降
す
な
わ
ち
宗
中
七
十
七
歳
以
降
で
、

十
六
年
以
上
も
前
の
茶
会
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
十
六
夜
の
文
」
を
激
賞
し
た

こ
と
も
あ
っ
て
記
憶
に
残
る
思
い
出
深
い
茶
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四
　
む
す
び

　

長
嘯
子
に
よ
る
「
十
六
夜
の
文
」
は
、
こ
れ
ま
で
吉
田
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
る
も
、

観
阿
に
よ
る
箱
墨
書
や
溝
口
家
の
蔵
印
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
十
六
夜
の
文
」
は
長
嘯
子
が
十
六
夜
の
夜
、
月
を
求
め
て
山
科
に
赴
き
、
そ
の

姿
を
古
今
和
歌
集
仮
名
序
に
あ
る
「
や
み
に
た
ど
れ
る
心
」
に
重
ね
た
内
容
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
消
息
中
、
月
に
因
ん
で
二
首
を
詠
じ
た
。
本
消
息
は
長
嘯
子

と
貞
徳
の
交
流
を
伝
え
る
資
料
に
留
ま
ら
ず
、
長
嘯
子
の
伸
び
や
か
な
筆
跡
か
ら

「
華
や
か
な
生
涯
の
明
る
さ
は
感
じ
ら
れ
て
も
、
苦
悩
に
沈
む
暗
さ
が
全
く
感
じ
ら

れ
な
い
」（（（
（

と
す
る
作
例
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。

　
「
十
六
夜
の
文
」
の
箱
墨
書
と
巻
止
は
観
阿
に
よ
る
。
箱
墨
書
の
署
名
は
謹
直
に
書

か
れ
、
巻
止
の
花
押
か
ら
五
十
代
後
半
か
ら
六
十
代
後
半
ま
で
の
も
の
と
判
断
し
た
。

ま
た
箱
に
は
新
発
田
藩
主
溝
口
家
の
旧
蔵
品
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵

印
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
同
家
の
掛
物
の
蔵
帳
で
あ
る
『
御
掛
物
帳
』
に
も
所
載
さ
れ
て

い
た
。
観
阿
は
溝
口
家
に
出
入
り
し
道
具
を
翠
濤
に
取
次
い
で
い
た
。
本
稿
で
は「
十
六

夜
の
文
」、
趙
昌
筆
釈
迦
如
来
像
、
狩
野
探
幽
筆
江
月
宗
玩
像
、
同
筆
佐
久
間
将
監
像

の
三
幅
対
も
観
阿
に
よ
っ
て
取
次
が
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
観
阿

に
よ
る
道
具
の
取
次
ぎ
は
、
翠
濤
の
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
に
貢
献
し
た
。

　
「
十
六
夜
の
文
」
を
入
手
し
た
翠
濤
は
、
弘
化
三
年
八
月
十
六
日
の
茶
会
で
使
用

し
て
い
た
。
十
四
日
は
十
四
夜
を
趣
向
と
す
る
茶
会
を
催
し
、
十
五
日
に
は
十
五
夜

を
趣
向
と
す
る
宴
を
開
催
し
て
い
た
。
翌
日
の
十
六
日
は
急
遽
、
十
六
夜
を
趣
向
と

す
る
茶
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
翠
濤
は
茶
会
当
日
、「
十
六
夜
の
文
」
を
本
席
初

座
の
掛
物
と
い
う
茶
会
の
主
眼
と
な
る
道
具
と
し
て
用
い
、
重
宝
と
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
こ
の
茶
会
に
は
宗
中
も
招
か
れ
て
い
た
。

　

翠
濤
没
後
、
宗
中
は
在
り
し
日
の
交
流
を
踏
ま
え
雪
月
花
に
因
ん
だ
三
首
を
詠

じ
、
三
幅
対
に
し
て
息
子
の
直
溥
に
献
上
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
筆
者
の
研
究
で
は
三

幅
対
の
う
ち「
花
」幅
、「
雪
」幅
に
つ
い
て
関
係
す
る
作
品
を
明
ら
か
に
し
た
。「
十
六

夜
の
文
」
の
周
縁
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、「
月
」
幅
で
述
べ
ら
れ
る
「
月
の
御
会
」

と
は
弘
化
三
年
八
月
十
六
日
に
急
遽
開
催
さ
れ
た
茶
会
で
あ
る
。
筆
跡
と
内
容
の
良

さ
か
ら
宗
中
の
記
憶
に
残
る
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

謝
　
辞

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
東
大
寺
、
上
野
道
善
師
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
新
発
田
市
立
歴
史
図
書
館
、
日
経
Ｂ
Ｐ
未
来
研
究
所
仲
森



文
化
情
報
学　

十
二
巻
二
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
）

一
一
（
62
）

智
博
氏
、
国
立
能
楽
堂
高
尾
曜
氏
、
個
人
の
ご
所
蔵
家
の
皆
様
、
東
京
文
化
財
研
究

所
、
同
志
社
大
学
ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書
館
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

付
　
記

　

本
稿
は
以
下
の
発
表
を
一
部
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

宮
武
慶
之
「
溝
口
家
と
小
堀
家
―
遠
州
所
持
の
道
具
五
種
を
起
点
と
し
て
―
」、
公

益
財
団
法
人
小
堀
遠
州
顕
彰
会
、
第
十
一
回
秋
季
講
演
会
、
平
成
二
十
八
年
十
月

十
一
日
、
於
江
戸
東
京
博
物
館
。

宮
武
慶
之
「
白
醉
庵
・
吉
村
観
阿
の
生
涯
―
苦
楽
と
夢
楽
―
」、
茶
の
湯
文
化
学
会

近
畿
例
会
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
二
日
、
於
同
志
社
大
学
今
出
川
校
舎
良
心

館
。

　

売
立
目
録
の
調
査
は
平
成
二
十
五
年
度
・
出
光
文
化
福
祉
財
団
調
査
・
研
究
助
成
、

宮
武
慶
之
、
財
津
永
次
「
売
立
目
録
所
載
の
墨
蹟
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
よ
る

筆
跡
の
検
討
」
に
よ
る
。

図1　木下長嘯子筆松永貞徳宛消息「十六夜の文」（個人蔵）

図2　
「十六夜の文」
を収納する箱
甲の墨書（部分）

図3　�「十六夜の文」を収納する箱墨書にある
観阿花押

図4　�俊乗房重源筆「法華勧進状」の奥
書と花押の拡大部分

　　　（東大寺蔵。画像提供は所蔵元）



木
下
長
嘯
子
筆
「
十
六
夜
の
文
」
―
吉
村
観
阿
と
溝
口
翠
濤
の
関
係
に
注
目
し
て
―

一
二
（
61
）

図5　�「瓢茶器」を収納する箱蓋裏の墨書と花
押の拡大部分（『知音』より転載）

図6　�「一閑桃之絵細棗」を収納する箱蓋裏
の墨書と拡大部分（個人蔵）

図9　�小堀宗中筆溝口翠濤追憶和歌三首「雪月花」の
うち「月」（個人蔵）

図7　「十六夜の文」を収納
する箱側面に貼られている
「碧雲山房蓄蔵物品」の蔵印

図8　�中）趙昌筆釈迦如来像、右）狩野探幽筆江月宗玩像、
　　　�左）狩野探幽筆佐久間将監像（『東都寸松庵主所蔵品』よ

り転載）



文
化
情
報
学　

十
二
巻
二
号
（
平
成
二
十
九
年
三
月
）

一
三
（
60
）

註（
１
）	
高
橋
義
雄
『
大
正
名
器
鑑
』
第
二
編
、
宝
雲
舎
、
一
九
三
七
年
、
九
八

－

一
〇
一
頁
。

（
２
）	�
高
橋
義
雄
『
大
正
名
器
鑑
』
第
一
編
、
宝
雲
舎
、
一
九
三
七
年
、
一
九
八

－

二
〇
〇
頁
。

（
３
）	��

吉
田
幸
一
「
長
嘯
子
と
貞
徳
の
新
出
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」『
文
学
論
藻
』
通
号
四
十
八
号
、

一
九
七
三
年
、
六
四

－

七
四
頁
。

（
４
）	�

吉
田
幸
一
編
『
長
嘯
子
全
集
』
第
五
巻
、
古
典
文
庫
、
一
九
七
五
年
、
二
三
八
－

二
四
〇
頁
。

（
５
）	�

前
掲
註
（
３
）。
吉
田
幸
一
「
長
嘯
子
と
貞
徳
の
新
出
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」。

	

吉
田
の
論
考
発
表
当
時
の
所
有
者
は
島
本
松
雄
で
あ
っ
た
。

（
６
）	�

宮
武
慶
之
「
白
醉
庵
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」『
日
本
研
究
』
第
五
十
四
集
、
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
年
、
三
九

－

七
七
頁
。

（
７
）	�

前
掲
註
（
３
）。
吉
田
幸
一
「
長
嘯
子
と
貞
徳
の
新
出
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」。
六
七

－

七
〇
頁
。

（
８
）	�『
長
嘯
家
集
』
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
。
請
求
記
号
021

－

545

－

４
。

（
９
）	�

片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
上
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
八
年
、
一
七
二
頁
。

	

紀
貫
之
の
仮
名
序
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

	

　
　

�

い
に
し
へ
の
世
々
の
み
か
ど
、
春
の
花
の
あ
し
た
、
秋
の
月
の
夜
ご
と
に
、
さ
ぶ

ら
ふ
人
々
を
め
し
て
、
こ
と
に
つ
け
つ
つ
、
う
た
を
た
て
ま
つ
ら
し
め
た
ま
ふ
。

あ
る
は
、
花
を
そ
ふ
と
て
、
た
よ
り
な
き
所
に
ま
ど
ひ
、
あ
る
は
、
月
を
お
も
ふ

と
て
、
し
る
べ
な
き
や
み
に
た
ど
れ
る
心
々
を
見
給
て
、
さ
か
し
、
を
ろ
か
な
り

と
し
ろ
し
め
し
け
む
。

（
10
）	�

前
掲
註
（
９
）。
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』。

	
�

長
嘯
子
が
述
べ
た
仮
名
序
の
当
該
部
分
に
つ
い
て
片
桐
は
次
の
よ
う
な
通
釈
を
行
っ
て

い
る
。

	

　
　

�

古
代
の
代
々
の
天
皇
は
、
た
と
え
ば
春
の
花
咲
く
朝
と
か
、
秋
の
月
の
す
ば
ら
し

い
夜
と
か
、
そ
ん
な
た
び
ご
と
に
、
侍
臣
た
ち
を
召
し
集
め
て
、
そ
の
折
々
の
事

が
ら
に
託
し
て
和
歌
を
詠
ま
せ
て
奏
上
さ
せ
な
さ
る
。
そ
こ
で
、
あ
る
人
は
花
を

恋
い
慕
っ
て
お
ぼ
つ
か
な
い
所
で
迷
い
、
ま
た
あ
る
人
は
月
を
思
う
我
が
心
を
表

そ
う
と
し
て
ど
ち
ら
へ
行
っ
て
よ
い
か
わ
か
ら
ぬ
闇
路
を
た
ど
っ
て
行
っ
た
り
し

て
い
る
と
い
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
苦
心
し
て
い
る
心
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
す
ぐ

れ
た
男
だ
と
か
駄
目
な
男
だ
と
か
御
判
断
な
さ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
11
）	

な
お
『
挙
白
集
』
に
は
所
収
さ
れ
な
い
。

（
12
）	�

前
掲
註
（
３
）。
吉
田
幸
一
「
長
嘯
子
と
貞
徳
の
新
出
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」。

	

吉
田
に
よ
れ
ば
こ
の
号
に
よ
る
書
状
は
極
め
て
珍
し
い
と
の
事
で
あ
る
。

（
13
）	

前
掲
註
（
６
）。
宮
武
慶
之
「
白
醉
庵
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」。

（
14
）	�

宮
栄
二
「
溝
口
翠
濤
と
観
阿
の
こ
と
な
ど
」『
知
音
』
第
五
十
号
、
一
九
五
四
年
、
八

－

十
一
頁
。
箱
墨
書
を
み
る
と
「
賀　

百
二
十
之
内　

白
醉
庵　

苦
楽
翁　

古
稀
（
花

押
）」
と
あ
る
。
同
書
に
お
け
る
宮
の
解
説
に
よ
る
と
、
こ
の
茶
器
の
箱
蓋
裏
に
は
「
員

外
五
ノ
内　

観
阿
」
と
い
う
墨
書
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
百
二
十
個
の

茶
器
に
五
個
を
加
え
た
総
数
百
二
十
五
個
が
作
成
さ
れ
、
知
友
に
配
布
さ
れ
て
い
た
。

（
15
）	

前
掲
註
（
６
）。
宮
武
慶
之
「
白
醉
庵
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」。

（
16
）	�

宮
武
慶
之
「
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具
拾
遺
（
二
）」『
文
化
情
報
学
』
第
十
一
巻
第
二
号
、

同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
会
、
二
〇
一
六
年
、
一
三
五

－

一
四
四
頁
。
同
家
の
蔵
印
は

三
種
類
あ
り
、
比
較
検
討
を
行
な
っ
た
。

（
17
）	�

宮
武
慶
之
「『
御
掛
物
帳
』
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
書
画
」『
新
潟
県
文
人
研
究
』　

第

十
六
号
、
越
佐
文
人
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
、
一
五
七

－

一
九
一
頁
。

（
18
）	『
幽
清
館
雑
記
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
。
請
求
記
号
溝
口
家
史
料

－

169
。

（
19
）	�

宮
武
慶
之
「
新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て
―
物
我
両
忘
と
日
山

賦
を
中
心
に
―
」『
文
化
情
報
学
』
第
九
巻
第
一
号
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
会
、



木
下
長
嘯
子
筆
「
十
六
夜
の
文
」
―
吉
村
観
阿
と
溝
口
翠
濤
の
関
係
に
注
目
し
て
―

一
四
（
59
）

二
〇
一
三
年
、
九
九

－

一
一
二
頁
。

（
20
）	�

前
掲
註
（
６
）。
宮
武
慶
之
「
白
醉
庵
吉
村
観
阿
に
つ
い
て
」。

（
21
）	�
門
脇
む
つ
み
『
寛
永
文
化
の
肖
像
画
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
五
一

－

五
二
頁
お

よ
び
二
一
三

－

二
一
四
頁
。

（
22
）	

各
目
録
で
作
品
の
表
記
を
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

	

『
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
』

	

　
　

趙
昌
釈
迦　

左
探
幽
江
月
和
尚
像　

右
同
佐
久
間
将
監
像　

三
幅
対

	

　
　

江
月
自
作
彫
字
箱　

外
箱
白
酔
庵　

江
月
外
題　

寸
松
庵
伝
来
品

	

『
堺
市
宅
醸
春
軒
所
蔵
品
入
札
（
第
二
回
）』

	

　
　

趙
昌
釈
迦　

左
右
探
幽
江
月
和
尚
佐
久
間
将
監
像　

江
月
賛　

江
月
外
題

	

　
　

三
幅
対　

江
月
自
刻
箱
書
付　

白
酔
庵
外
箱　

寸
松
庵
伝
来　

	

　
　

竪
二
尺
三
寸
二
分　

巾
一
尺
一
分

（
23
）	�

宮
武
慶
之
「
明
治
期
に
お
け
る
溝
口
家
の
道
具
移
動
史
」『
人
文
』
十
三
号
、
学
習
院

大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
一
五
年
、
二
二
三

－

二
五
二
頁
。

（
24
）	

井
口
海
仙
監
修
『
原
色
茶
道
大
辞
典
』、
淡
交
社
、
一
九
七
五
年
、
三
七
四
頁

（
25
）	

所
持
し
た
道
具
で
は
中
興
名
物
茶
入
「
藻
塩
」（
野
村
美
術
館
蔵
）
が
あ
る
。

（
26
）	�

小
林
好
日
校
註
『
近
古
諸
家
集
全
』、
国
民
図
書
株
式
會
社
、
一
九
二
六
年
、
九
七
五

－

九
七
六
頁
。

（
27
）	�

川
合
康
三
訳
注
『
白
楽
天
詩
選
』
上
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
二
三
八

－

二
四
一
頁
。

（
28
）	�

前
掲
註
（
27
）。
川
合
康
三
訳
注
『
白
楽
天
詩
選
』。

（
29
）	�

小
堀
宗
慶
『
遠
州
流
茶
道
宝
典
』、
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
三
年
、
八
八

－

九
一
頁
。

	
�

宗
中
、
宗
本
と
弟
、
政
安
は
溝
口
家
に
伺
候
し
た
と
さ
れ
る
。
十
四
日
の
茶
会
記
か
ら
、

宗
本
は
正
客
と
し
て
、
溝
口
家
で
は
丁
重
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
30
）	�

一
文
字
の
丸
龍
紋
金
襴
に
つ
い
て
は
、
三
幅
対
が
翠
濤
追
憶
を
意
図
し
て
お
り
、
翠
濤

の
院
号
が
見
龍
院
殿
に
因
ん
だ
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

（
31
）	�

箱
に
は
溝
口
家
の
旧
蔵
品
を
示
す
「
碧
雲
山
房
蓄
蔵
物
品
」
の
蔵
印
は
な
い
。

（
32
）	�

宮
武
慶
之
「
新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具
」『
文
化
情
報
学
』
第

九
巻
第
二
号
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
会
、
五
九

－

一
一
二
頁
、
二
〇
一
五
年
。

	
�「

花
」
幅
で
は
文
久
二
年
三
月
五
日
の
花
を
趣
向
に
し
た
茶
会
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
調
査
に
よ
り
文
久
二
年
の
茶
会
で
使
用
さ
れ
た
茶
碗
が
現
在
、
個
人
が
所
蔵
す

る
黄
伊
羅
保
茶
碗
銘
「
団
扇
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
33
）	�

宮
武
慶
之
「
高
麗
堅
手
鉢
子
茶
碗
銘
《
白
妙
》
に
つ
い
て
」『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』

第
二
十
三
号
、
野
村
文
華
財
団
、
二
〇
一
四
年
、
一
〇
八

－

一
二
六
頁
。

	
�

現
在
、
野
村
美
術
館
が
所
蔵
す
る
高
麗
堅
手
鉢
子
茶
碗
銘
「
白
妙
」
は
溝
口
家
旧
蔵
品

で
あ
り
、
箱
墨
書
の
筆
者
は
宗
中
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
34
）	�

十
五
日
の
月
見
の
宴
に
宗
中
が
参
会
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
確

認
で
き
な
い
。

（
35
）	�

今
井
庄
次
編
『
書
の
日
本
史
』
第
五
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
五
年
、
二
〇
六

－

二
〇
七

頁
。
長
嘯
子
の
項
を
担
当
し
た
熊
倉
功
夫
は
「
夕
立
」
と
す
る
和
歌
懐
紙
の
解
説
で
指

摘
し
て
い
る
。




